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2023 年 7 月 1 日作成 

株 式 会 社 第 一 資 源



会社概要 
商 号 株式会社 第一資源 

代表取締役 天井明彦 

 
創 業 昭和４０年 １月 １日 

設 立 昭和５０年 ７月３１日 

資 本 金 １０００万円 

所 在 地 大和田本社 〒192-0045 東京都八王子市大和田町 2-7-18 

TEL 042-644-2103 FAX 042-646-3807 

北野営業所 

〒192-0906 東京都八王子市北野町 593-3 

環境管理責任者 天井明彦 

事業内容 
産業廃棄物・一般廃棄物の収集運搬 

再生資源の取り扱い及び不用設備・機器の解体処理  

事業規模 

活動規模 単位 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 
取扱量 ｔ 6,055 6,368 6,098 5,729 

産業廃棄物取扱量 ｔ 355 
 

304 371 349 
売上高 百万円 207 207 259 243 
従業員 人 21 21 22 

 
20 

営業所 ｍ2 1404 1,404 1404 1404 
駐車場 ｍ2 484 484 484 484 
倉庫 ｍ2 165 165 165 165 
床面積 ｍ2 355 355 355 355  

保有車両 

種類 数量 

15ｔ平ボディ車 1 台 

4ｔ脱着コンテナ車 3 台 

3ｔ脱着コンテナ車 1 台 

4ｔ平ボディ車 2 台 

2ｔ平ボディ車 1 台 

2ｔＰＧ付平ボディ車 1 台 

フォークリフト 2 台 

10ｔ特殊クレーン深箱車 1 台 

4ｔ特殊クレーン脱着コンテナ  1 台 

8ｔクレーン平ボディ車 1 台 

3ｔパッカー車 7 台 

2ｔパッカー車 1 台 

乗用車 2 台 
  

  



会社概要 

許可関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種類 許可品目 許可/更新日 有効期限
東京都 第1300024941号 15種類 令和2年5月30日 令和7年5月29日

神奈川県 第01402024941号 15種類 令和1年12月18日 令和6年10月31

千葉県 第01200024941号 9種類 平成29年1月11日 令和9年1月10日

埼玉県 第01102024941号 12種類 平成28年8月27日 令和8年12月11日

山梨県 第01900024941号 15種類 平成29年12月12日 令和9年12月11日

東京都 第1350024941号 4種 令和2年3月23日 令和7年3月22日

神奈川県 第01450024941 4種 令和1年12月18日 令和6年12月17日

埼玉県 第1150024941号 4種 令和3年10月11日 令和8年10月10日

千葉県 第01250024941号 4種 令和4年2月28日 令和9年2月27日

一般廃棄物収集運搬業 八王子市 令和2年4月1日 令和6年3月31日
計量証明事業 東京都 昭和60年9月11日 ---
古物商 東京都 昭和52年11月24日 ---
一般貨物自動車運送事業 関東運輸局 事業者番号410006274 平成12年2月3日 ---

第12号

東京都公安員会　第2485号
第476号

廃油（揮発油類、灯油類、軽油類）、廃酸（pH2.0以下の物）、廃アルカリ（pH12.5以上の物）、特定有
害産業廃棄物（廃石綿等、金属等を含む廃棄物）

廃油（揮発油類、灯油類、軽油類）、廃酸（pH2.0以下の物）、廃アルカリ（pH12.5以上の物）、特定有
害産業廃棄物（廃石綿等、金属等を含む廃棄物）

廃油（揮発油類、灯油類、軽油類）、廃酸（pH2.0以下の物）、廃アルカリ（pH12.5以上の物）、特定有
害産業廃棄物（廃石綿等、金属等を含む廃棄物）

廃油（揮発油類、灯油類、軽油類）、廃酸（pH2.0以下の物）、廃アルカリ（pH12.5以上の物）、特定有
害産業廃棄物（廃石綿等、金属等を含む廃棄物）

許可番号

燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、ゴムくず、
金属くず、ガラス・コンクリート・陶磁器くず、がれき類、ばいじん

特別管理産業廃棄物
収集運搬業

燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、ゴムくず、
金属くず、ガラス・コンクリート・陶磁器くず、がれき類、ばいじん

燃え殻、汚泥、廃油、廃プラスチック類、木くず、金属くず、ガラス・コンクリート・陶磁器くず、がれ
き類、ばいじん

燃え殻、汚泥、廃油、廃プラスチック類、紙くず、木くず、ゴムくず、金属くず、ガラス・コンクリー
ト・陶磁器くず、がれき類、ばいじん

燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、ゴムくず、
金属くず、ガラス・コンクリート・陶磁器くず、がれき類、ばいじん

産業廃棄物
収集運搬業



環境基本理念 

第一資源は、再生資源取扱い及び廃棄物の収集運搬を業とし、その事業活動において不用物の 
資源化に限りなく努めるとともに、自然環境の調和・共生に配慮しつつ、継続的な環境負荷削減に努めま
す。 

環境経営方針 

1. 鉄、非鉄金属、古紙、古布、及び空きびん等の再利用・再資源化に関する事業を積極的に推 

進することにより、自然環境への負荷減少に貢献する。 

2. 廃棄物の収集運搬に関する事業に関しては、廃棄物の分別・再利用を顧客に提言し、埋立最終 

量の軽減に寄与し、自然環境への負荷減少に貢献する。 

3. 環境目標を設定し、自主・積極的に環境保全活動を行う。 

① 二酸化炭素排出の削減 

② 廃棄物の排出量削減及び再利用 

③ 上水使用量の削減 

④ 事業活動における環境配慮 

4. 関連法規類の遵守 

5. 社員の環境教育 

2023 年 4 月 1 日 

株式会社 第一資源 

代表取締役 天井明彦 

 

 

 

 

 



 

 

 
 
 

 

実施体制 
(2023 年 4 月現在) 

 

ﾘｻｲｸﾙ事業部 
責任者 

武藤由和 

 

・法令の遵守 
・エコドライブ 
・電気、上水の 
使用量の抑制 

・再生資源化の推進 
・車両の点検管理 

事務局 
責任者 

天井明彦 

代表取締役 
天井明彦 

環境管理責任者 
天井明彦 

事務所 
責任者 

天井純子 

委託事業部 
責任者 

天井良三 

廃棄物事業部 
責任者 

天井明彦 

 

・課題とチャンスの明確化 

・環境方針を定める 

・全体の評価、見直し・指示 

・人材、資金の用意 

 
・文章の作成 

・システム運用上の事務管理 

 

・取組状況の評価 

・システムの実績報告 

・教育の実施 

   

・法令の遵守 
・エコドライブ 
・電気、上水の 
使用量の抑制 

・車両の点検管理 

・法令の遵守 
・エコドライブ 
・電気、上水の 

使用量の抑制 
 

・車両の点検管理 
 

 

・法令の遵守 
・電気、上水の 
使用量の抑制 

・３Rの推進 

実施体制                       

(2023年 4月現在) 



 
  

環境目標 単位 
基準値 年度目標値(下段は達成値) 

2020 年度  2021 年度 2022 年度 2023 年度 

化石燃料の使用量削減 ℓ 41,534ℓ 

目標値 0.1％減(41,492ℓ) 0.1％減(41,492ℓ) 0.1％減(41,492ℓ) 

達成値 41,130 ℓ 40,665 ℓ  

電力使用量の削減 Kwh 16,644kwh 

目標値 0.2％減(16,610kwh) 0.2％減(16,610kwh) 0.2％減(16,610kwh) 

達成値 11,217kwh 11,079kwh  

二酸化炭素排出量の削減 kg-CO2 
116,577 

kg-CO2 

目標値 3%減(113,079kg-co2) 3%減(113,079 kg-co2) 3%減(113,079 kg-co2) 

達成値 117,373 111,246  

上水使用量の削減 ㎥ 493 ㎥ 

目標値 0.2％減(492 ㎥) 0.2％減(492 ㎥) 0.2％減(492 ㎥) 

達成値 409 ㎥ 
 

424 ㎥  

取扱量の増加 T 6,368t 

目標値 0.1％増(6,374t) 0.1％増(6,374t) 0.1％増(6,374t) 

達成値 6,098t 5,730t  

事故・怪我の撲滅 件 1 件 

目標値 0 件 0 件 0 件 

達成値 1 件 100% 1 件 100%  

事業活動における環境配慮 

 

実施状況確認 

目標値 取組推進 取組推進 取組推進 

達成値 〇 〇  

環境目標リスト 
2023 年 7 月 1 日 

※購入電力の二酸化炭素排出係数は 0.376 ㎏-CO2/kWh(東京電力エナジーパートナー) 



環境活動計画 

環境目標 環境活動計画 実施結果 責任者 

化石燃料の使用 量削減 

エコドライブ 10 のすすめ・、適切なギア

択 実施 
〇 天井明彦 

油圧装置使用時のエンジン回転数の抑

 
〇 天井明彦 

計画的な運行による運行効率の UP 〇 天井明彦 

車両の日常点検・定期点検の実施 〇 天井明彦 

電気使用量の削減 

空調の適切な温度設定(例：夏季 25℃冬
季 23℃)、ﾌｨﾙﾀｰ等、 清掃の徹底 

〇 
天井明彦 

事務所等の照明のこまめな消灯、必要な
場所の点灯 〇 

天井明彦 

構内の照明のこまめな消灯、必要な場所

 
〇 天井明彦 

OA 機器の未使用時の電源 OFF 〇 天井明彦 

最終の電源のﾁｪｯｸ 〇 天井明彦 

上水使用量の削減 
節水の徹底 〇 天井明彦 

洗車時の使用量を抑制 〇 天井明彦 

取扱量の増加 

顧客へ再生資源・廃棄物の分別の提言 〇 天井明彦 

自社、再生資源・廃棄物の分別 〇 天井明彦 

営業力の up 〇 天井明彦 

会社、社員全体のイメージ up 〇 天井明彦 

事故・怪我の撲滅 

安全具の着用 〇 天井明彦 

確認作業の実施 〇 天井明彦 

声掛けの実施 〇 天井明彦 

車両・機器等の点検の実施 〇 天井明彦 

事業活動における環境配慮 
5S の実施 〇 天井明彦 

騒音防止 〇 天井明彦 



 
 

 
短期目標・活動計画・実施結果 

2022 年度の二酸化炭素排出量は 111,246kg-CO2 でした。 

環境目標及び環境活動計画の取組結果とその評価 

1、 化石燃料使用量は減少してきている。 

引取先の距離に応じてどうしても変動してしまい、増加の傾向が見られる時もあった。今年度も継続できるように、取り組みを行っていく。 

2、 電力使用量は減少してきている。 

今年度も継続できるように、取り組みを行っていく。 

4、 上水使用量は増加してきている。 

前年度に比べ増加傾向にある。節水につながる取り組みを引き続き行っていく。 

5、 取扱量は減少してきている。 

  前年度の体制の変化も原因の一つと考えられる。まずは体制が落ち着き、営業に力を入れられるようにしていく。 

6、 通勤時の事故だったが、再発防止の為、原因を確認し意識をもって取り組むようにする。 

7、 社内講習を毎月行い、環境に対する意識を向上させる。  

 



環境関連法規への違反、訴訟等の有無 

2020 年 4 月～2022 年 3 月 

当社に係わる関連法規は、労働安全衛生法・廃掃法・古物営業法・道路交 
通法・道路運送車両法・貨物自動車運送事業法・自動車 Nox、PM 法・自動車リ 
サイクル法・家電リサイクル法に関して、違反は無く、過去 3 年間、関係機関か 
らの指摘はありません。また、訴訟等もありません。 

 

代表者による全体の評価と見直し・指示 評価 

体制が変わり、全体的に変化が見られる結果になった。特に取扱量の減少が顕

著に表れた結果となった。今後は営業活動に取り組むようにし、新たな顧客を手に

入れていく。また、作業手順マニュアルを見直し、現在の得意先にも更に安心して

依頼していただけるようにしていく。化石燃料の使用量に関しては、引取先との距

離に応じてどうしても変動してしまい、増加の傾向が見られた。引き続きエコドライ

ブの実施、効率運行を心がけさせていく。水道・電気使用量は節水・節電の声掛け

が結果に見られた。今後を定期的な声掛けを実施し、節水・節電の意識を高めてい

く。 

次年度の取組 

・2023 年度も活動計画の実施の徹底をし、環境負荷の削減に努める。 

・化石燃料、電力使用量、上水使用量の削減の意識向上を図る。 

・事故件数は 0 を目指し、確認、声掛け、防衛行動を徹底していく。 

・社内講習等で社員全員の意識向上を図り、達成できていない部分に重点を 

おき、会社全体で環境への取り組みを進めていく。 

 

環境管理担当者連絡先 

住所 東京都八王子市大和田町 2-7-18 

TEL 042-644-2103 FAX 042-646-3807 

担当者 天井 明彦 
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